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　最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年2月22日に公表した平成18年3月期（平成17年4月1日～平成18

年3月31日）の連結の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．平成18年 3月期通期（連結）業績予想数値の修正（平成17年 4月 1日 ～ 平成18年 3月 31日）

(単位：百万円)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成18年2月22日 発表）

8,840 170 840

今回修正予想(Ｂ) 8,910 △ 154 1,195

増減額(Ｂ－Ａ) 70 △ 324 355

増減率（％） 0.8 △ 190.6 42.3

前期（平成17年3月通期）実績 4,114 △ 3,419 △ 4,643

（ご参考）平成18年 3月期通期（個別）業績予想数値

(単位：百万円)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成18年2月22日 発表）

5,970 680 730

今回修正予想(Ｂ) 6,261 522 748

増減額(Ｂ－Ａ) 291 △ 158 18

増減率（％） 4.9 △ 23.2 2.5

前期（平成17年3月通期）実績 3,169 △ 2,024 △ 3,229

通期業績予想（連結）の修正に関するお知らせ

記

 2.修正の理由
（連結）
　売上高は、予想に対し若干増加いたしましたが、経常利益につきましては、個別業績における経常利益
の減少（下記、通期（個別）業績予想数値を参照）として、受取損失補償金2億27百万円を業績予想時点
においては、営業外収益として計上しておりましたが、会計処理上特別利益に計上したこと、さらに連結
決算において、旧株式会社フェリックスを平成１８年３月1日に吸収合併し純資産を継承したにもかかわら
ず会計処理上、平成１７年４月から平成１８年２月末までの損益を連結として計上するため、特に旧株式会
社修学社の経常損失等が2億円強予想以上に増加したことにより、連結における経常利益が大幅に減少
いたしました。
　しかしながら、当期純利益につきましては、持分法適用である株式会社東理ホールディングスの増資額
による持分増もあり、当期純利益の予想数値を大幅に上回る結果となっております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上


